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は し が き

最近、新聞紙上な どで報道 されてい る埋蔵文化財 の調査 には目をみ はる もの

があ ります。従来の文字 に閉 じこめ られてい た歴 史学 の視野を、一気 に数10万

年のか なた に押 し広げつつ あるように見 えます。

本市 において も加治 ・神前 ・畠中遺跡や新 井 ・鳥 羽遺跡等 の調査 がすすむ な

かで、 古代 よ り中世に いたる集落遺跡 が明 らかにな りつつあ ります。

しか し反 面、近年の 開発事業 の多発 状況は、特に地下で埋 もれてい る遺跡 の

存在条件 をやや もすれ ば危 う くして います。 本市では、 この状況 に対処すべ く

最 大限 の努力を していますが、開発 事業の実施 にと もな う緊急調査が大 きな ウ

エイ トを しめてい るのが現状です。今 回の調査 もこの開発 にともな う事前調査

の一つ です。発掘調査に より承元3年 の銘を もつ平瓦を は じめ と して平安時代

より鎌倉 ・室町時代を中心 と した遺物を多数発 見す る ことがで きま した。

調査 にあた っては、各方面 か ら多大 なご助 力 ・ご指導を いただきま した。 こ

こに深 く感謝の意を表 します。

員 塚 市 教 育 委 員 会

教 育 長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書 は、 貝塚 市 教 育 委 員会 が 国庫 補 助 事 業 と

して 計 画 し、 社会 教 育課 が担 当実 施 した 貝 塚 市

遺 跡群 発 堀 調 査 記 録 で あ る。

2.調 査 は 、 貝 塚 市 教 育 委員 会 社 会 教 育 課 吉 川 和

則 を 担 当 者 と し、 昭和55年4月1日 着 手 し、 昭

和56年3月31日 に終 了 した。

3.調 査 の実 施 と整 理 に あ た って は、 久 保 泰 浩 、

森 茂 、 片 山彰 一 、 福 森 潔、 西 岡 巌、 梅 田 正 之 、

池 内 明 美、 福 田 淳 、 藤 原 篤 子 、 太 田 京 美 、 川 口

順 子 の 協 力 が あ った 。 また 、 藤 沢 一 夫 、 藤 沢 典

彦 、 赤 川一 博 、 福 田英 人 、 前 田豊 邦 、 玉 谷 哲 、

井 藤 徹 、 石 神 恰 、 広 瀬 和 雄 の 諸 氏 か ら も有 益 な

助 言 を得 た他 、 土 地 所 有 者 、 田 中直 治 、 麻 生 川

満 氏 か ら も多 大 な 協 力 を得 た。 記 して 感 謝 の 意

を表 す る次 第 で あ る。

4.本 書 の 作成 は 、 新 井 ・鳥 羽 遺跡 を梅 田 が 、 秦

廃寺 跡 を 池 内 が 中 心 とな り、 参 加者 全 員 で 行 っ

た。

5.本 調 査 に あ た って は、 写 真 、 実 測 図 な ど の 記

録 を 作 成 す る と と もに、 カ ラー ス ライ ドを 作 成

した。 広 く利 用 され る こ とを希 望 した い。
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貝 塚 市 遺 跡 群 発 掘 調 査 概 要 皿

第 ユ 篇 新 井 ・ 鳥 羽 遺 跡

新井 ・鳥羽遺跡 は、員塚市の北東部、海塚 大池、小池、今池を中心 に、国鉄阪和線と第2阪 和

国道 に挟 まれ た新井 ・鳥羽両村 にまたがる東 西300m、 南 北5007π の遺跡 であ る。又、近木川、

津田川`こ挟 まれ た低位丘面 のほぼ中央 に位置 し、現在 も一部集落 とな ってはい るが、 まだ田畑と

して利用 され ているところも多い。1976年 度 版の大阪府文化財地名表に無土器～室町 時 代 の 遺

物散 布地 と記載 されて以来 、今池の西、 海塚 大池 の東側 において、住宅建設計 画等 に先立ち、府 ・

市教 育委員会に より幾度か試掘調査が行 われて いるが、今池 の西側 においては遺構 、遺物等 ほと

第1図 位 置 図
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ん ど見い出 しえ ていない。 しか し、海塚大池の 東側 にお いては78年 度 の調査 において鎌倉 ～室町

時代 を中心 とす る井戸、溝、土拡、 ピッ ト等や、瓦、土師質土器 、瓦器等 が出土 してい る。今回

の調査地 は その 東隣 りにあた る貝塚 市新井字堂 ノ前21番 地 に所在 し、住宅建設 計画に先 立つ もの

で、前年 度 末よ り引き続 き実施 した。湧水 のため調査 区内に排水 溝を設けたため、 東側を第1区

西側を第2区 と した。調査 面積 は約600㎡ で あ る。

1.層 位 と 遺 構

調査地の 現地 表は、標高25.2～25.3mで 地 表面はほぼ平担であ る。層序は基本的に地表下約40

cmは 第1層 が暗灰色土、第2層 が淡灰色土、第3層 が黄 灰色土、第4層 が灰茶褐色土 と続 く。以

下遺構 面はか な りば らつ きがみ られ るが、北側は黄灰褐色土、灰色粘土 となり黄色粘土 もし くは

灰 色砂 礫層 がべ 一 スにな るものと思 われ る(調 査地北端 にて約40cm低 くなる)。 又、第1区 南壁

では第3層 に灰色砂礫層 が、第2区 西壁で は第4層 が褐灰色砂礫層 となる。調査は第1層 及 び第

2層 の一部 を機 械にて以 下人 力にて掘 削を行 な った。各層 とも若干 の遺物を 出土 してお り、上2

層 は主に近 世 ・近代 の陶磁器 瓦片を、第3。 第4層 は中世の瓦 ・土器等を包 含 して いる。以 下調

査 区毎に概要を 記す。

第2図 断 面 実 測 図
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第3図 断 面 実 測 図

第4図 第1区 遺 構 実 測 図
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第1区

調査地の東側にあた り17mxllmの 長方形の調査区である。前述 したように基本的な層序はか

わらないが東端中央部においては地表より約30cmで 黄色粘土の安定 した地山となる。地山面は西

側に低 く又、北側は トレンチによりかなり下がることが予想されるため、中央`こT字 じレンチを

設定 した。層位はかわらないが中央やや北より灰色粘土にのり瓦が多数出土 しており、灰色粘土

層か らも少 し加工を施 した木片等も出土 した。又、南側は

灰色砂礫層が斜め方向に走 り海塚下池に向かい若干低くな

っていく。多くの遺構は黄色粘土をべ一スに検出されたが

SE-1ほ かいくつかの遺構は第2区 東壁の断面図の茶色

砂礫層を結ぶ線で砂礫層をべ一スに検出したものである。

以下遺構の概略を記す。

SK-A、110cmk80cm、 深さ10㎝の楕円形の浅皿状の

掘り方を呈す遺構である。少 し浮いた状態で平瓦片が十数

点 出土 した。堆積土は砂及 び砂質土で ある。

SK-B、130cmx70cmの 長 方形 の掘 り方を呈

す る。上面 は少 し埋土 がかぶ っているが、瓦 がぎ

っしりとほ うりこまれ たよ うにつまって いた 。完

掘はで きなか った が、2段 の掘 り方を呈す るよ う

で もあり、文字瓦を は じめ遺物収納 箱5杯 の瓦が

出土 した 。

SE-1、 直 径230㎝ 前 後のいびつな円形 を呈

し、深 さは50cmを 測 る。堆積土 は上 か ら茶灰 色砂

第5図SK-A実 測 図

第6図SK-B実 測 図

質土 、灰色粘 土、黄灰色砂 とな る。上 ・中層 か ら瓦、須恵質擂 鉢、瓦器 とい った遺物が出土 した。

調査 中もか な りの湧 き水 があ り、 施 設 等 確 認 しえなか ったが水にかかわ りあ る遺構と考え られ

る。

その他 、 ピッ ト等を検 出したが下記表の如 く ピッ トは20cm全 の ものが多 いよ うだが直径15～40

㎝ 、深 さ5～36cmを 測 る。相互の関係は見 い出 しえ なか ったが、遺構番 号20、14、15、18の ピ ッ

ト間を建物の可能性として考えられな くはない。

第2区

第1区 よ り少 し遅れて調査を開始 したが途中調査打ち

切りとなったため、遺構の検出作業は十分なしえなかっ

た。一応第4層 上面にて遺構の検出作業を行った。調査

区中央にて南北方向に走る溝を3条 検出した。溝幅は20
第7図SE-1断 面実測図
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番号
遺構1法 量(長 径 ×短径
×深さ)㎝ 堆積土 備 考

遺構
番号
法量(長 径 ×短径
×深さ)㎝ 堆積土 備 考

1 32x16x7 灰褐 色 土 12 24×24x7 灰 褐 色土

2 36x32x14 灰褐 色 土 瓦器 13 18x1.5x11 黄 灰 色土

3 42x30x7 黄灰褐色土 〃 14 24×20x6 灰 褐 色土

4 22x20x5 zノ 15 22x20x6 〃

5 20×14x5 〃 16 40x30x33 〃

6 16×16x5 〃 17 155x76x15 〃 土師質土器

7 28×24x10 〃 土師質土器 18 26×24x33 黄茶灰色土

8 124x56x10 灰 褐 色土 〃 19 124x26x10 黄 灰 色土

9 30x24x6 黄 灰 色土 20 26×24x36 黄灰褐色土
一

10 30×26×6 〃 21 14×14×6 灰 褐 色土

11 35x26x23 灰 褐 色土 土師質土器瓦器

～JOCRL 、 深 さ6～10cπ を 測 る。北側 では1条 とな り、北の灰色粘土 の中に消えてい く。流れの方

向は不 明であ る。 次に トレンチによ り層序を 確認す るため、西 より南北方向 に3本 の トレンチと

南に秉西方 向の トレンチを設定 した。3本 の同方向の トレンチでは黄灰褐色土、灰色粘土、黄褐

色砂質土 とほほ伺 様の層序 を呈 した。第2ト レンチ北端 において直径30㎝ 、深 さ20cmの 黒 緑色泥

土の ピッ トが検 出された。又、南 トレンチに おいては、上層 の2条 の溝の す ぐ西 に 同方 向の 幅

120cm、 深 さ30㎝ の 灰 と炭、瓦のっ まった溝(SD-1)を 検 出 した。残念 なことに夜の うちに

あ らかたの瓦 は掘 り上 げ られ て しまって いた が、U字 形 断面の溝に底 まで瓦 がみ られ たよ うであ

る。78年 度調査の溝 一2か ら続 く落 ち込み2と の関連 も注 目され る。

OP+25m

1

3 4

0 lm一=
第8図SD-1 断面実測図
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第9図 遺 構 実 測 図
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2.遺 物

今回の発掘により出土 した遺物の総量は、コンテナの数にして21箱 。(破 片が多いたあ1箱 当

りの密度は高い。)そ して、この うちのほとんど9割5分 までを屋瓦が占める。屋瓦以外の遺物

の出土は僅かにコンテナ1箱 を費 したにすぎない。

屋瓦は軒丸瓦 ・軒平瓦 。丸瓦 ・平瓦の各種が出土 しており、その割合は(軒 丸瓦+丸 瓦):(軒

平瓦+平 瓦)=3:1を 示す。また全体的に細片が多 く、接合 ・復原を試みたものの結局完全復

原され るものは1個 体をも見つけることができなかった。これは出土遺構の性格と大きく関わる

ものと思われる。さらに、瓦当部を残す軒丸瓦。軒平瓦も後で示すように点数にしてごくわずか

なものであった。それ以外の丸瓦 ・平瓦もほとんど総て完全復原されない断片ばかりであり、出

土個体全体を総合的に分析した型式分類等の考察には及び得なかった。ただ、これらの中に年号

を有す る文字平瓦を確認 し、 この瓦を基準にして、別に行った軒丸瓦と軒平瓦の組み合わせ4型

式を これに当てはめ、全体を7期 間に分類す ることができた。

文字瓦は承元3(1209)年 の年号を刻するもので、 一部が欠損、浅刻の文字もあるため刻文

の全容は知り得ないが、おおよその性格は把むことができた。絶対年代を示す基準資料であり、

共伴遺物の内容 ・性格が注目されるところであるが、屋瓦以外の出土遺物の少ないのが残念であ

る。

さて、屋瓦以外では井筒と思われる瓦質土器の他、滑石製鍋 ・羽釜 ・壅 ・土師皿 ・擂鉢 ・瓦器

碗 ・土錘 ・銅銭等が出土 している。また陶磁器類では中国製の青磁 ・染付をはじめ、伊万里焼 ・

瀬戸焼 ・染付等の出土がみ られた。

出土遺物の時期は、屋瓦についてはおよそ文字瓦に前後する平安時代末期から鎌倉～室町時代

にかけてのものということができる。 しか しながら屋瓦以外の遺物については、必 らず しもこの

時期に相当するものとは言い得ない。

本稿は、まず出土遺物全体を屋瓦と屋瓦以外とに分け、前者を中心にまとめたものである。尚

屋瓦については今回は特に遺物の個体観察に重点を置いてまとあた。それゆえ瓦全体に対 して行

った7期 間の分類についても、 「考察」の項では単に該当する個体番号を示 したにすぎない。各

期における各種類別屋瓦の特徴及び傾向(時 期判定基準)に ついては、面倒ではあるが、各個体

観察を遡って参照されたい。総てはそこに帰すると言える。これは、観察の鮒象とした瓦の個体

数が必 らずしも多くはないことから、各期におけるそれぞれの瓦が示す特徴を一般化 して概説す

るよりも、個体観察に限定する方に、より妥当性があると判断 したからである。

従 って全体的なまとめ方に不充分な点は多いが、この点を御了解頂きたい。
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屋 瓦

出土 した瓦 は、軒丸瓦 ・軒平瓦 ・丸瓦 ・平瓦 の組み合 わせか ら7期 に分類 す ることがで きた。

この分類 は、4型 式 に分 かれ る軒 丸瓦 と軒平瓦 の組 み合 わせ をその特徴 か ら時代順 に配列 し、 こ

れ に丸瓦 ・平 瓦を加 えて7期 間に分類 した ものであ る。各期 間は承元3年 の年 号を有す る文字平

瓦の属 す る第 皿期を基準 に、それ以上 に遡 る第II期 及び第1期 を考え、更に第 皿期につづ く第IV

期 か ら第 皿期 までを設定 した ものであ る。

ここでは まず軒丸瓦 ・軒平瓦 ・丸瓦 ・平瓦を各種類別 に、主た る個体 につ いて観察を行 い、そ

の あとで各期間 につ いて まとめることにす る。 なお、 出土量 の大 半を 占め る細片 につ いての総合

的分析 は、今 回は割愛す ることに した。

軒 丸 瓦

軒丸瓦の 出土 は今 回極 めて少 な く、僅かに蓮 華文軒丸瓦2点 と三 巴文軒丸瓦5点 、それに宝塔

文軒丸瓦 と思われ る断片1点 の合 わせて計8点 を確認 したにす ぎない。全体の 出土量か らすれ ば

も う少 し多 くて も不思議 では ないと思われ るが、細片を加えて も11点 にとどまる。

さて、 この うち細片 と宝塔文軒丸瓦片を除 く7点 につ いては、 これを5型 式 に分類す ることが

で きた。 しか し何れ も瓦 当面を何等か の形 で欠 いてお り、丸瓦 の接合 され た形 で出土 したのはた

だ1点 のみ であった。以下、上述 の8個 体 につ いて解説 す る。

複弁八 葉蓮華文軒丸瓦(直 径約12cmNMO1)第10図(1}図 版 第五(1)

肉厚 の中房 は直径5.4㎝ を 測 り'、その上に1+4+8コ の 蓮子を配す。中房周囲をやや幅広 の

複 弁八葉 がめ ぐる。各子 葉は肉太の楕 円形を呈 し丸 く盛 りあが る。周縁は幅 α8㎝ に対 し高 さ1.4

㎝ を 測 る。蓮子 ・花弁 ともに大 きさは不揃いで、周縁部の粘土のつ め元 も荒 く、全体的に粗雑 な

つ くりであ る。瓦当裏面の調整 は直線状痕が認め られ箆 ナデ。丸瓦接合部は指で押 しつ けている。

胎 土はキ メが細か く良撰で、焼成 はやや軟質 。灰 白黄色を呈す 。瓦 当裏 面は部分的 に明灰色を呈

すが、炭素 の付着 はほとん どない。

単弁八葉蓮華 文軒丸瓦(直 径14.OcmNMO2)第10図{2)図 版 第五{2)

直 径3.5㎝ を測 るや や突 出 した中房 内に、平均 直径0.6㎝ の 蓮子を1+5に 配 す。幾分縦に細

長 い独立単 弁八葉がその周囲をあ ぐり、一本の肉太の圏線が外区 と内区 とを画 してい る。外区 に

は推定22個(う ち14個 遺存)の 珠文が配 され、平均直径1.0㎝ に及ぶ珠 文は比較的密 なる配置を

呈す 。周縁 は幅1.0㎝ に 対 し高 さも等 しく1.0㎝ を 測 る。文様 面ほぼ中央 に走 る一本 の直線 は笵

型 の板木 目で あり、 これ に平行す る細か な線 が幾条 も認 め られ る。瓦当裏面 は指 ナデによる調整。

胎 土は砂粒 ・小礫を多 く含み、焼成 は軟質 。二 次加熱 を受 けてい るたあ、色調 は灰 白黄色 に加

え赤茶褐色を帯 びてい る。炭 素の付着 は瓦当裏面に若干 み うけ られ るのみ。

三 巴文 軒丸瓦(直 径14.5cmNMO3)第10図(3)図 版 第五(3)

瓦 当部 のみの約1/z片 で あ る。 巴の尾は長 く後 ろに引き、 ほぼ半周 して圏線 と結合す る。頭部 と
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尾部との くびれが全 く存 在 しない。右 方

向に巻 く巴頭部 先端は尖 ってお り、ほぼ

中心で三 巴が結合す る。内圏線は 巴の尾

先を吸収 し、やや太 目で しっか りとした

隆線で ある。珠文数 は推定で28個 が存 し

(う ち11個 遺 存)、 密 なる配置で ある。

外 圏線 も認 め られ るが、 内圏線 に比 して

弱い隆線 である。周縁幅1.5㎝ に対 し周

縁 幅0.9㎝ を 測 り、 文様面 は比較的浅い。

瓦当裏面はナデによ る調整。胎土 ・焼成

ともに良好で、明灰色を呈 す。

三 巴文軒丸瓦(復 原 直径 約14.8㎝

NMO4)第10図(4}図 版 第五{4)

中 心 部を欠いてい るたあ 巴文の詳 しい

性格は不明であ るが、 内 ・外両圏線を有

し、 その珠文の配置及 び全体的 なつ くり

か ら前記Na3と 同 笵で あることがわかる。

周縁幅 は1.4㎝ 、 周縁 高0.8を 測 る。焼

成前 に外圧を受 けたものと思われ、周縁

はやや歪曲す る。瓦当裏面 には炭素 が付

着 してい るが、第2次 整形時 の粘土 は恐

らく剥離 した ものと思われ る。胎土 は若

干の砂粒を含み、焼成 は良好 。薄白灰色

を呈す。

三 巴文軒丸瓦(直 径1a8㎝NMO5)

第10図(5}図 版 第五(5)

二 次 加熱を受 けて脆 くな った瓦当は風

化が著 しく、文様 は必 らず しも明瞭で は

ない。 巴は右 方向に巻 き、 その尾は長 く

内圏線に吸収 され る。頭 部先 端は判然 と

しな いがほぼ中央 に集合 してい る。頭部

と尾部 との くびれが若干み とめ られ 、珠

文 は24個 を密 に配す。周縁幅は上部1.5
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cm、 下 部1.9㎝ 、 周縁高は1,4㎝ を 測 り

文様面は比較的深 い。瓦 当は厚 く、瓦 当

裏面の丸瓦接合位置 がやや低 くなってい

る。丸瓦凹面 には6×5/cryの 布 目が残

り、丸瓦前幅 は.12.8を 測 る。凸面 はき

れ いに擦 り消 され ていて叩き目は全 く残

らない。瓦 当裏 面はナデによ る調整 。胎

土 は3～4㎜ 程度 の小 礫 ・砂粒を多 く含

み 、焼成 は軟質 。薄灰褐色を呈 す。

三 巴文軒丸瓦(直 径14.ZcmNMO6)

第11図(1)図 版 第五(6〕

瓦 当部のみの約%片 であ る。二 次加熱

を受けて脆 くな り、全体 的に風化 して い

る。 巴文は右巻 きで小 さく、頭部 先端 は

丸味を帯び、頭部と尾部との くびれを有す。珠文は13個 が遺存し密なる配置で、圏線の有無は判

然としない。周縁幅1.6㎝ に対 し周縁高1,3㎝ を測り、文様面は比較的深い。瓦当裏面の調整は

ナデによる。胎土は小礫 ・砂粒を多 く含み、焼成は軟質。薄灰黄褐色を呈す。

三巴文軒丸瓦(復 原直径約13.8cmNMO7)第11図(2)図 版第五(7)

瓦当部のみの約%片 である。左に巻 く巴文は頭部が極端に大きく、尾部との明瞭なくびれを有

する。尾は細 く短かく、円形を呈する頭部との差異が著 しい。珠文は5個 が遺存するだけ(推 定

16個)で あるが各 々小さく、粗なる配置である。圏線は存在せず、巴の尾部先端が隣の巴中程に

接続する。周縁は幅2.4㎝ に対 し高 さα6㎝ を測 り、周縁は幅広で文様面は浅い。全体的に薄手

のつ くりである上に、瓦当裏面は指頭圧痕による凹凸があって、整形は不充分である。胎土は砂

粒を多 く含み、焼成はやや軟質。色調は薄灰褐色を呈す。

宝塔文軒丸瓦(直 径NMO8)

瓦当部の約%片 であるが表面のほとんど大半が剥離しており、斜格子文がわずかに認められる

のみである。残存部は瓦当と丸瓦の接合部で、裏側からつめた粘土が指ナデにより滑らかな曲線

を描 く、瓦当面の厚さは約1.1cm。 恐らく宝塔文軒丸瓦の断片とみて間違いないと思われる。胎

土は砂粒 。小礫を含み、焼成は軟質。剥離 していない部分は薄灰褐色を呈す。

軒 平 瓦

出土した軒平瓦は、顎部のみの剥離片2点 と顎部の剥離欠損 した平瓦片2点 を含めて13点 であ

る。これらの瓦当文様は均整唐草文と連珠文の二種類である。顎部の剥離 した平瓦片2点 を除い

た他の11点 についてみ ると、個体相互に明らかに同笵関係と認められるものがあり、均整唐草文
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の4個 体 は3型 式 に、連珠 文の7個 体 は1型 式と捉え ることがで き、あわせて4型 式に分 け るこ

とができた。顎部剥離 の平 瓦2点 につ いては接合 技法の ところで扱 うことに し、以下残 る11点 に

ついて若干 の観察 を行 う。

均 整唐草文軒平瓦(復 原上弦幅24㎝NHO1)第12図(1)図 版 第六(1)

文 様 面は三反 転す る均整唐草で、各反 転部 内側に1本 の子葉 とそれを飾 る3+1の 小 さな珠文

がつ く。中心飾 りは整 状で独立 した観を 呈 して いる。文様の彫 りはやや深 く極めて明瞭であ るの

に対 して周縁は低 く、 その高 さは文様とほぼ同程位 であ る。顎は曲線顎 と呼 ばれ るべきもので顎

長2.0伽 を 測 り、丁寧 なナデ調整を施 してい る。平 瓦凸面には糸 切 り痕 とやや 荒い縄 目叩 きが明

瞭 に残 りはなれ砂が若干付着す る。凹面には糸切 り痕 と ともにかすかに布 目が残 るが、全体をす

り消 してい る。平瓦 凹面瓦 当上部をわずかに面 取 り して いる。胎 土は若干 の砂粒を 含むが良撰で

焼成 はやや軟質 。色調 は明灰 褐色を呈す。

均整唐 草文軒平瓦(復 原 上弦 幅24㎝NHO2)第12図(2)図 版 第六(2)

前 記NHO1と 同笵 であ る。瓦 当面 にはなれ砂の付着 が若干み られ る。顎部 整形 もほとん ど同

様 で平 瓦凸面に残 る縄 目叩 きの条数 も等 しい。凹面 には布 目の痕跡を全 くとどめず、 きれいにす

り消 されてい る。 しか し糸切 りの痕跡 が著 しぐ残 る。胎土は若干の砂粒を含むが良撰で焼成 やや

軟質 。色 調は薄灰褐色を呈す。

連珠 文軒平瓦(上 弦幅22.OcmNHO3)第11図(3}図 版 第六(3}

軒 平 瓦で は瓦 当部の完存す る唯一の資料で ある。文様 面には中心珠文を挟んで左右に5つ ずつ

の珠文を配 し、計11個 を数え る。珠文は大 き く平均 径1.2㎝ を測 る。外 区高は0.5cmで 文 様高 と

ほぼ等 しい。また文様面右端 には笵型 自身の傷 によ るものと思われ る直線状 の隆線 がみ られ る。

最右端珠文 中程 よ り第2珠 文 を横切 り第3珠 文 上方の周縁に至 る、左 上 りの斜行線 であ る。顎 は

徴妙 だがやは り曲線 顎と呼ぶべき もので あ る。平瓦部 はほとん ど残存 してお らず詳 しい調整法 は

不 明。ただ凸面 にははなれ砂 の使 用され たことは明 らかであ り、凹面には糸切 り痕が残 り瓦 当上

部 を軽 く面取 りしてい る。胎土は砂粒 を若干 含み、焼成 はやや軟質。薄灰褐色を呈 す。

連珠 文軒平 瓦(復 原 上弦幅22cmNHO4)第12図(41図 版 第六(4)

右 端 の%を 欠 いて いるが、前記NHO3と 同 笵で あ る。平瓦凹面 にはは なれ砂が付着す る。瓦

当上部を軽 く面取 り して いる。顎は顎長3.5㎝ で 明瞭な稜線を有 し、 曲線 顎となっている。平瓦

凸面は ほとん ど残 らないが、残存部では丁寧 なナデを施 してい る。胎土 は砂粒を含み、焼成 はや

や軟質。薄灰褐色を呈 す。

連珠文 軒平瓦(復 原 上弦幅22㎝NHO5)第12図(51図 版 第六(5}

珠 文4個 を残 す右 半分 の破 片であ るが、NHO3と 同様の斜行 隆線が認め られ同笵であ ること

が知れ る。顎は顎長2.Ocmで 明確 な稜線 を有 し、曲線顎 となって いる。顎は横ナデによ る調 整。

平 瓦部 はそのほとん どを欠いてい るたあ詳 しい調整法 は解 らないが、やは りす り消 しが行 われて
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いて布 目は残 らない。

連珠 文軒平瓦(上 弦幅NHO6・07)第12図(6・7)図 版 第六(7・8)

顎部 だけの剥離片 であ る。珠 文1個 分の中心部を欠いて いるため接合 は されないが、同一個体

であ ることは間違いない。又文様面右端の斜行隆線か らNHO3と 同 笵であ ることがわか る。平

瓦部 を欠いてい るため整形 ・調整法は不明。

胎土は砂粒を若干 含み、焼成はやや軟質。 薄灰褐色を呈す 。

連珠文軒平瓦(上 弦幅NHO8)第13図(1)図 版 第六(6}

珠 文5個 を残す左半分の破片で ある。珠文 はやや大 き く平均径1.3㎝ を 測 る。脇 周縁 は α7㎝

と狭 いが、上周縁1.3、 下 周縁0.9㎝ を測 る。顎は顎長3.0㎝ を 測 る曲線 顎であ る。調整は瓦 当

下面 が横 ヘ ラ削 り及 びナデ。裏面は縦 方向のヘ ラ削 り及び ナデを施 してい る。平瓦凸面は不 明。

凹面にははなれ砂 が付着 し、瓦当上部 をわずか に面取 りして いる。胎土は砂粒を含むが良撰 。焼

成 はや や軟質で薄灰褐色 を呈 す。
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連珠 文軒平 瓦(上 弦幅NHO9)第13図(2)図 版 第六(9}

珠 文 をわずか に3個 残す左端部の破片で ある。珠文は大 きく平均径1.1cmを 測 る。脇区幅は本

来0.6cmで あ るが、笵型 の瓦 当部への押 し当てが不適当であ るため余分 な粘土が1さみ 出し、下方

では1,7㎝ を 測 る。顎は顎長1.3㎝ を 測 る曲線顎で あり、浅顎 とも呼 ばれ るべ きものに近い。瓦

当下面の調整は横ヘ ラ削 り及 びナデ。裏面 は縦 ヘ ラ削 りで、平均部 はほとん ど残存 しないが はな

れ砂を使用 した痕跡 がみ られ る。平瓦 凹面瓦 当上部は面取 りを施す 。胎土 は砂粒を 含むが良撰で

焼 成はやや軟質 。色調 は凹面 で煤状炭素 の付着 により灰褐色 。その他 は薄灰褐色を呈す。

均整唐 草文軒平瓦(復 原上弦幅23㎝NH10)第13図(3)図 版 第六(1①

瓦 当面は風化 が著 しく、圏線 によ って囲まれ た内区文様 は判然 と しない。中心飾 は0状 で 、C

字 形の中心 葉がこれを挟 む。流れ る様 に波を打 つ文様で、各子葉先 端が丸 く脹 んで い る。上 周縁

幅1.1㎝ 、 下周縁 幅1.Ocm、 文様 面の深 さ0.7㎝ を 測 る。顎は顎長3。1㎝ の段顎を呈す 。瓦 当下

面、顎部 と もに横ナデによ る調整 。平瓦部 は残存 しないため不明。胎土は厳密 には3種 に分 け ら

れ るがお よそ同傾向を示 し、小礫 を含む墫キメが細 か く良撰 であ る。焼成 はやや軟質 で、灰 褐色

を呈す 。

均整唐 草文軒平瓦(上 弦幅NH11)第13図(4)図 版 第六(111

両 端 を欠 いてい るため唐草文が何反転す るのか文様の全容は不明であ る。中心飾 は米粒状 を呈

し、上端 はほとん ど上周縁に接す る。中心葉は受け皿式 に広が る2葉 、下周縁幅1.0㎝ 、 上周縁

幅0.8㎝ に 更に笵 型か らはみ 出 した粘土1.1㎝ が 加わ る。顎は顎長3.4㎝ を 測 る段顎であ る。瓦

当下面の調整は横 ナデ、裏面は縦ヘ ラ削 りの後 ナデを施 す。平瓦は ほとん どを失 って いるが、 凹

凸両 面には なれ砂の付着がみ られ る。胎土は小礫を少 々含むが キメが細 く、焼成 はやや軟質 。色

調は凹面に炭素の付着多 く灰褐色。 その他 は薄灰茶褐色を呈す 。

丸 瓦

他種 と同様 に細片が大半 で、玉縁部を残す丸瓦片を中心 に取 り挙 げたが、 その数 は ごく限 られ

てい る。 ここで は特 に各期 につ いてその代表例を示 してやや詳述 し、一部 は写真及 び実測 図の掲

載にと どめ ることに した 。

行基式 丸瓦(法 量不 明MRO1)第14図(1}図 版 第 七(2)

前 方 広端部を欠 いてい るため全 長は不 明。狭端 弦7.5㎝ 、後 弧高3.6㎝ 、残存 部前弧高5.5cm

厚 味 は平均2.0㎝ を測 り、後 方か ら前 方広 端部 へかけて側縁 は大 き く広 が る。

凸面は横 ヘ ラ削 りの後 ナデを施 すが表面にはかない凹凸が見 られ、整形は粗雑であ る。 凸面表

面にみ られ る凹凸は、今 回 出土 した行基式丸瓦総 てに共通 す る特徴であ る。凹面 には側縁 に対 し

て斜方 向に布 目が残 る。布 目は9×11/crilで 細 く、縦 位に皺の圧痕 が残 る。側縁 は残存坦面1.4

㎝ に対 し、 内側へ α8㎝ の面取 りを行 ってい る。 また狭端 部で も1.3㎝ とやや幅 は狭 いが面取 り

を施 してい る。胎土は若干 砂粒を含むが良撰。焼成はやや軟質で、 凸面 明灰色、 凹面 は薄灰 褐色
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を呈す 。

行基式 丸瓦(法 量不 明MRO2)

狭 端部 の一部 を残 す破片であ る。前 記MRO1に 比 して前方広端部への広が りはやや小 さい。

凸面の叩 き目は痕跡 す ら認め られず.横 ヘ ラ削 りを施すがやは り凹凸 が顕 著で ある。凹 面には糸

切 りの痕跡 もみ られ 、布 目痕は8×10/cryで 側 縁 に対 して斜方向 につ く。側縁 は内 ・外両側 に面

取 りを施 し、坦面0.8㎝ に 対 し内側面取 り1.0㎝ 、外側面取 り0.4㎝ を 測 る。ただ、一方の側縁

内側の面取 りは1,5cmと 極 端 に広 くなって い る。厚 さは最高で1.7㎝ 、残存部 後弧高は3.mを

測 り、やや 薄手 である。胎土 はキメが細 く良撰 で焼成 は硬質 。明灰色を呈 す。

行基式 丸瓦(全 長27.3㎝MRO3)図 版 第七(1)

全 長27.3㎝ を測 り、行基 式丸瓦で は全長 の知 り得 る唯・一 の 資料であ る。 しか し両側 端縁 の大

半を 欠いてい るたあ両端弦は不 明。弧高 は残 存部側縁 が水平 でないため復原値 す ら求 め得 ない。

凸面の叩 き目は その痕跡す ら認め られず、縦方向のヘ ラ削 りとナデによ る調整が施 され ている。

表面の凹凸は前記2個 体 に比 して少ない。広端縁は横ヘ ラ削 り、凸面広端縁部はナデを施 し凸面

との間に若干 の段を有す る。狭端部は これに対 してヘ ラ削 りによ る整形では なく.薄 く粘土 をつ

まみ切 った よ うにおさめて いる。凹面は斜方 向に弧を描 く糸切 り痕が認め られ、布 目痕はほとん

ど残 ら'ない。厚味 は広端縁付近で1.6㎝ 、狭端縁付近で0.9㎝ を 測 り前記2個 体に比 して小型で

薄手 のつ くりであ る。胎土 は若干の砂粒を含 み.焼 成はやや軟質 。灰黄 白色を呈す。

玉縁付 丸瓦(法 量不 明MRO4)第14図(31図 版 第八(3)

玉 縁 と丸瓦 の接合部を残 すのみで丸瓦前方部 の大半を欠 き、全長 は不 明。丸瓦後幅 は13.5cm,

高 さ は6.7㎝ を測 り、丸瓦 は半円痕状を呈 す。厚 味は平均1,5㎝ を測 り比較 的薄手のつ くりで あ

る。凸面には縦位に走 る縄 目叩 きの痕跡 が部 分的に認 め られ,擦 り消 しは完全 ではない。全体的

に横方向 に削 られて いるが 、～ 部縦 方向の削 り痕 とヘ ラ先 の くい込んだ凹が残 る。玉縁 凸面は横

位に走 る縄 目叩きが、横方向のナデ消 しに消 され きれずに残 ってい る。玉縁は丸瓦の接合点 よ り

ほぼ直線 的 に若干 の俯向 きをみせ る。

側縁は内側 に向けて面取 りが施 され る。 その幅 は坦面1.1伽 に対 し面取 り幅 も同 じ1.1㎝ を 測

り、何れ も横 ヘ ラ削 りによ るもので ある。玉縁 は側縁 が外側 に向けて大 きく面取 りの施 され るの

が特徴で あ る。また側縁外形線 はやや上 向き加減に弧を描 いてか ら、斜上方へ直線的に伸 び上る。

凹面 には糸切 り痕とと もに15×11/crilの 布 目が残 るが、ほぼ中央 を縦 に走 る凹線を境 に半面 に

は、布 目は もちろん糸切 り痕す ら残 らない。布 目は丸 瓦か ら玉 縁まで連続 してお り、雛 もほとん

どついていな い。胎土は1～2廨 程 度の砂粒 を多 く含み、焼成は良 好。薄灰褐色 を呈 す。

玉縁 付丸瓦(法 量不明MRO5)第14図(41図 版 第七(3)

比 較 的よ くその全形を伺 い知れ る資料であ るが全長 は前方部を欠 いて いるため不明。丸瓦後 幅

は12.8、 残 存部前幅 は12。8cm,高 さ6.2㎝ を 測 り 、前記 同様丸瓦 は半円柱状を呈 す。厚 味は
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平均1.9㎝ を 測 り、やや薄手のつ くりで ある。

凸面には縦 位に走 る縄 目の叩 きが、完全 に擦 り消 されずに残 って いる。調整 は縦方 向にヘ ラ削

り及 びナデを施 してい る。丸瓦 の凸面後 方はやや脹 れあが ってお り.付 け足 した粘土 を整 形 した

ものであ ることが知れ る。 また丸瓦 か らお縁 接合 点にかけては直角では な く、やや角度を持 って

傾斜 す る。玉縁 部は横ナデによ り叩 きは完全 に擦 り消 されて いる。 なお玉縁側縁の外 形線 はほぼ

直線状に斜上方へ伸び上 り、外 側の面取 りは幅広 く行われ ている。

一方 、側縁 の面取 りは内側に向けて幅広 く.坦 面1,2㎝ に対 し面取 り幅1.8㎝ を 測 る。

凹面 には斜方向 に弧を描 く糸切 り痕を11×11/㎡ の布 目が残 り、丸瓦 か ら玉縁 にか けては布 の

皺 が多い。胎土 は若干 の砂粒 ・小礫を含む。焼成 は良好 で、暗灰 褐色 を呈 す。

玉縁付 丸瓦(法 量不 明MRO6)第14図(61図 版 第八(2)

厚 味 は平均2.5㎝ を 測 り、や や厚手 のつ くりであ る。

凸面には側縁に対 してやや斜行 す る。比較 的粗 い縄 目が完全に擦 り消 されずに部分 的に残 って

い る。擦 り消 しは横方向のヘ ラ削 りが主 で、その痕跡が横方向に走 る幾条 もの筋とな って残 って

い る。 ロクロ使用によ るもので毒 ることが知れ る。

玉縁 も同 じく横方向にヘ ラ削 りされてお り、中央部は欠 いているが滑 らか な曲線を 描 いて俯向

く。又 、玉縁側縁の外形線は直線的に斜上方へ伸 びあが り、外側 の面取 りもかすかでは あるが、

幅広 く行わ れている。側縁は 内側 に向けて施 され る面取 りが、玉縁接合部付近か ら徐 々にその幅

の広 が りを見せ る。 しか し残存す る坦面の幅 は変 わ らず1,7㎝ を 測 り.縦 方向に通 して走 る約15

本 の平行線条痕 がみ られ る。

凹面には9×10/㎡ の布 目がほぼ側縁 に平行 してお り.糸 切 り痕は斜方向に弧を描 く。中央部

には横位 に走 る紐状 圧痕を と どあ る。胎土 は小礫 ・砂粒を多 く含み 、焼成は良好 。色 調は凸面黒

灰褐色 、凹面は赤茶褐色 を呈 す。

玉縁 付丸瓦(全 長30.8cmMRO7)第14図(71図 版 第八(1}

玉 縁 中程か ら丸瓦側縁中央にか けての部 分は欠 いてはいるが、ほとん ど全形を伺 い知れ る。

全長は約1尺 、丸瓦前幅は不明で後幅14.4cm,前 部 高6.7㎝ 、後部高7.2㎝ 、 厚味 は平均 して

2.5cmを 測 る。やや厚手 のつ くりである。

凸面 は縄 目の叩きを ほとん ど完全 に擦 り消 してお り、側縁近 くの一部 にかすかな痕粒を留 め る

程度で あ る。調整は縦方 向のヘ ラ削 り及 びナデによ るもので、ヘ ラ削 りは縦方向に8単 位に分割

でき る。全 体的に滑 らかな表面で、仕 上げは 出土個体中最 も丁寧 に施 され ていた。

玉縁 は比較的短 く、凸面は削 りとナデによ る調整 。又 、丸瓦後端 と玉縁接合点との段は大 き く

玉縁 は滑か な弧線を描いて俯向 く。その角度は他 に比 して大 きい。玉縁側縁の外形線は直線 的に

斜上方へ伸 びるが、その角度は小 さ くなって きている。

側縁 は幅 の広 い面取 りが内側 に向けて施 され 、坦 面1.1㎝ に対 し面取 り幅2.1㎝ を 測 り、 この
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幅は玉縁接合部 よ り前 端部 までほぼ平行 して変わ らない。前端縁 は4.6cm≪ 及 ぶ幅広 い面取 りが

施 され てい る。

凹面 には側 縁に対 して斜行 す る糸切 り痕 と、丸 瓦か ら玉縁 まで連続 して9×7/cn[の 布 目が残

る。胎土 は若干 の小礫 ・砂粒を含み、焼成 は良好 。色 調は暗灰褐色を呈 し部分的 につやが残 る。

玉縁付 丸瓦(法 量不明MRO8)第14図(5)図 版 第 八(4)

玉 縁 と丸瓦後部を残す。後幅 は14.2㎝ 、 後部高6.9㎝ を 測 る。厚 味は平均2.1㎝ で あ る。

凸面は横方向 にヘ ラ削 りを 施 し.凹 面にはやや粗い5×6/㎡ の 布 目と糸切 り痕が残 る。側縁

は内側に向け て幅の広 い面取 りが施 され坦面1.1㎝ に 対 し面取 り幅1.9㎝ を 測 る。丸瓦凸面後端

か ら玉縁の接合点 にか けてはほぼ直角で 、玉縁の付 け根 もヘラによる整形 と思われ明確な段を有

す る。玉縁 はそ こか らほぼ直線状 に,大 き く俯向 き.先 端 に至 ってやや上方 に反 り返 る。側縁外

側の面取 りは施 されていない。胎土 は砂粒を含む が良撰で 、焼成 は硬質 。色調は 明灰褐色を呈す。

平 瓦

A回 の出土 遺物 の大半を占め るのがこの平瓦片 である。 しか しなが ら全形を留 め るよ うな遺物

は皆無 であ り、実測 した点数 もごくわずかであ る。ゆえに今 回は法 量 ・形態 等によ る詳 しい分 析

を行 っていないが、ただ通観 したと ころではそのほとん どが第皿期文字 平瓦と同傾向を示す もの

であ り、 これに次いで第II期 の瓦が 占め る。第 豆期に属す る平 瓦については、第 五期軒平 瓦の調

整法 等との合致か らこれ に含め ることに したが.第 皿期と第IV期 以降との間には何等明確 な分類

基 準があ るわけでは ない。た だ文字平瓦 と同傾向を示す ことで一轄 して第 皿期に含めてお くもの

であ る。以下第1期 ・1期 につ いては特徴あ る個体を とりあげ、第 皿期につ いては3つ の グルー

プに分けて概観 することにす る。実測図及 び表裏面 の拓影 は第 ∬期平瓦を 中心 に掲載 し、同期H

RO7に つ いて は実測 図と拓影 のみを掲載 して本文 は省略 した。

HRO1第15図 図版第九(2)

両 端 縁を欠 き、一部 の側縁 を残 すだけの断片 であ る。桶巻 きつ くりによ るもので、分割側 面は

弧の中心を指 す。厚 さ2.7(剏 を測 る。凸面はす り消 しが行 われていて叩き 目は残 らない、横方向

に線条痕 が認め られす り消 しが横方向に、それ も粘土 を全面的に削 り取 るくらいに強 く行 われて

い る。 しか し表面には凹凸が目 立 ち、粗 雑な仕 上げであ る。凹面 には7×9/cri[の 布 目が残るが.

や は りす り消 しが行 われて いる。側縁 は凹面側にお いて、面取 りとい うほ どの ものでは ないが撫

で る程度 に角を取 って いる。胎土はキ メが細 く精緻であ るが 、中 に5㎜ 程度の小礫を含む。焼成

は軟質 。色 調は 白黄色を呈す 。

HRO2第16図(1}図 版 第十(1)

全 長 は不 明。狭弦19.8cm.後 弧 高3.9㎝ 、厚 味1.7㎝ を 測 る。薄手の つ くりであ る。凸面 には

はなれ砂が付着 してお り、その上を素板 の叩き板 で叩いたと思 われ る縦 方向の細 い板木 目が残 っ

て いる。凹面に もや は り一面にはなれ砂 が付着 してい る。 また縦 方向に木型の痕跡のよ うな凹み
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が数条み られ る。側縁はヘ ラ削 りを施 し、坦面 は垂直方向を指 し、凹面側縁部 は面取 りとい うほ

どの もので はないが 、軽 く撫でて丸味を持たせ ている。狭端縁 は内方 向に角度 を持 たせ てヘ ラ削

り し、面取 りは行 っていない。胎土は小礫 、砂粒を多 く含む 。焼成 やや軟質 。凸面 白灰 褐色 、凹

面 は薄灰褐色を呈す 。

HRO3第16図(2)図 版 第十(2)

厚 味2.3㎝ を 測 る。凸面にははなれ砂 が一 面に付着 してお り、糸切 り痕と ともにHRO2と 同

様 の素板 によ る叩 き目が残 る。凹面にはかな い深い糸切 り痕が、側縁に対 して斜方向 に弧を描 く。

一 面にやや粗 いはなれ砂が付着す る。側縁 は ナデによ る調整を施 し、凹面側縁部は丸味を もたせ

てお さめて いる。狭端縁は幅1.5㎝ の 面取 りを施す。胎土は小礫 ・砂粒を含み 、焼成 は良好。色

調は凸面 白灰褐色 、凹面薄灰褐色を呈す。

HRO4第16図(31図 版 第十(31

全 長 は不 明。狭弦19.5㎝ 、後弧高4.3㎝ 、厚 味2.9㎝ を 測 る。やや厚手 のつ くりであ る。凸面

には粗 い縄 目の叩 きが側縁 に平行 して明瞭 に残 る。叩きは深 く、恐 ら く平瓦 の全長を 上回 る叩 き

板で 叩いたと思 われ、縄 目が縦 に通 して走 る。凹面は縦 方向に荒 いヘ ラ削 りが施 され、布 目は完

全 に消 され てい る。側縁 はヘ ラ削 りのあとナデを施 し.丁 寧に仕上 げて いる。狭端縁 は幅2.9㎝

を 測 るや や広 い面取 りが施 されてい る。胎土 はキ メが細 く良撰で.焼 成 は硬質。薄灰褐色を呈す。

HRO5第16図(4)図 版 第十一(1}

全 長 は不明。狭弦21.4cm、 後 弧高3.4㎝ 、 厚味2.2㎝ を 測 る。凸面にはやや 目が粗 く不揃 いな

縄 目の叩 きが側縁に平行 して残 る。一面には なれ砂が付着 してお り、側縁に対 して弧を描 く糸切

り痕 もみ とめ られ る。はなれ砂 は2～3㎜ 程度 の小礫を多 く含 むものであ る。凹面 には部分的 に

布 目或い は糸切 り痕が残 るが、ヘ ラ削 り及 びナデを施 して す り消 してい る。側縁 は削 り及 びナデ

第15図 平 瓦
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によ り丁 寧な調整 を施 し.特 に面取 りは施

され ていないが凹面側縁部 を軽 くナデて丸

味を 持たせて いる。木型か らはみ 出した粘

土 は側縁 に折 り返 して いる。狭端縁 は1.4

㎝ の 幅の面取 りを施す 。胎土は砂粒を多 く

含み 、焼成 はやや硬質 。色調 は黄灰褐色を

呈す 。

HRO6第18図 図版 第九(1)

全 長30.3㎝ 、 狭弦21.3㎝ 、復 原 広 弦23

㎝を 測 り、縦1尺 、横幅狭 弦7寸 、広弦7

寸5分 の平瓦で ある。凸面は前方部半面に

比較的粗 い縄 目の叩 きを残す。後方部半面



第16図 平 ・ 瓦
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第17図(1)及 び(41は 、 それ ぞれ第16図(2)及 び(4}に 対 応す るものであ る。

本図の(3}は他 と同様 に第II期 に属す るもので本文は省略 した。

尚、本図〔2)は軒平 瓦NHO1(第12図(1})で 、本図(5)は 軒平瓦NHO2(第12図{2

.の平 瓦部の拓 影であ る。 これによ り双方 が同期 に属 す ることがわかる。

第17図 平 瓦
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には側縁 に対 して斜方 向に弧を描 く糸切 り痕を残す のみで.叩 き目はす り消 され てほとんど残 っ

てい ない。縄 目叩 きを残す部分 には5㎜ 以上 の小礫を 含む粗 いはなれ砂 が付着 してい る。

凹面に は縦書 き6行 にわ た って文字 が刻 まれ ている。文字 はヘ ラ書 き され たもので 、右利 きの

筆跡 であ る。表面 には凸面同様 に小礫を 多 く含む粗 いはなれ砂 が一 面に付着 している。前方部 半

面は付着 した炭素の残 りがよ く灰褐色を呈す るのに対 して、後方部 半面はやや色褪せ の した薄灰

褐色を呈す 。狭 端縁 は横 ヘ ラ削 りによる幅約2.4㎝ の やや広 い面取 りが施 されてお り、残存 坦面

は1.0㎝ を 測 る。又 、側縁 ・広 端縁 も横 ヘ ラ削 りによ る調 整で、狭 端縁 面取 り部 同様 の横 位に走

る線条痕 が認 め られ る。 しか し、枠板か らはみ出 した凹面の粘 土はなおその上 か ら側縁 に折 り返

され てお り、 このため凹面側端部 はやや 丸味を帯 び るが、側縁 には粘土 の付着 した分 だけ若干 の

段が つ く。胎土 は砂粒 を含むが良撰 で、焼成 はや や軟 質。凸面の色 調は薄灰茶 褐色を 呈す。

因み に復原広端部弧高2.2㎝.狭 端部 弧高2.Ocm、 狭 端部厚2.05cm,広 端部厚2.15㎝ を 測 る。

銘文 については瓦 自体 が完存す るものではな く、又浅刻によ って判読不可能な文字 もあ って そ

の全容を 明 らかにす ることはで きないが、残存部 にっいては凡そ次の様に読む ことがで きた。「尊

成」 は後鳥 羽天皇 の名前であ ると考え られ 厂タカ ヒラ」と訓む。年 号を表わすのに天 皇の名前を

冠す る書 き方 は他 に も行 われた らしく、本瓦 もその一つであ ると思われ る。恐 らく「尊成(御 宇)

世 」とつ づ くものであ ろう。承元3(1209)年 は 正 しくは土御門天皇の御世であ るが、又後鳥

羽上 皇によ る院政 が行 われて いた時期で もあ り、 こうした書 き方が行われた ものか もしれな い。

「差元三年 」2月 或いは3月 の 「六(六)日 」であ る。つづ く文面の示す内容はおよ そ.「 祖母 ・

師(長)の(極 楽浄土)へ の生成(並 びに)澄 心(人 名)の 現(世 安穏)後 生善(處)の 為、女

瓦造 畢」 由を述べた願 文であ り、寄進瓦であ ることを示 して いる。

本 書におけ る瓦の時期分類は総て、 この文字平瓦を基準 にす るもので あり、 これを第 皿期 と し

た。絶対年 代の知 り得 る資料 と して注 目され る。

第 皿mHRO6と 全 く同傾向を示す瓦であ る。凸面 には糸切 り痕 とともに縄 目の叩 きを部

分的 に残 し、凹凸両面には なれ砂が付着す る。狭端部

においては強 いヘ ラ削 りに よってやや幅広の面取 りが

行わ れてい る。量的には少 な く、数点を数え るのみで

あ った。

第 皿一B凸 面には一面 に砂 が付着す るが 、糸切 り

痕を かすかに残すのみで叩 き目は一切認め られ ない。

凹面はす り消 しが行われて いるものの、布 目の残 るの

が特 徴であ る。胎土 ・焼成 は様 々で ある。

第 皿一C図 版第十一{31凹 凸両面 が無文で あり、両

面と もに砂が付着す るのが特徴 である。 しか も中 には
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第18図 文 字 平 瓦(HRO6)
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付着する砂がはなれ砂というよりも、調整後に改めて意識的にまぶ したのではないかと考え られ

る様なもの もあり、砂の付着が極めて顕著である。狭端部においてはやや幅のせまい面取 りが行

われ、ヘラ削りのあとナデを施 し滑 らかにおさあている。胎土 ・焼成は様Fで あり,量 的にはこ

の種類が大半を占める。

なお、第皿一Cに ついてはこれを更に細 く分類することも可能であろうが、今回はここまでに

留めておく。以上で平瓦についての観察を終える。

その他の遺物

ここでは特に17点を取 り挙げて解説を付すが、もちろんこれが総てではない。しか し、今回の

発掘に伴 う屋瓦以外の遺物の出土は極めて少なく、且つそれ らのほとんどすべてが細片ばか りで

あった。完形で出土 したのはわずかに瓦器碗一点と、土師質小皿2点 ぐらいである。

なおここには取り挙げなかったが、これらの他に陶磁器類では近世から近代にかけての染付や

伊万里焼の破片が出土している。

滑石製鍋(復 原口径21.5㎝)第20図 図版第十二(7}直 立する囗縁を有し、口縁端部は平

坦に終わる。やや幅が狭 く三角状に尖るつばが周囲をあ ぐる。仕上げは極めて丁寧に行われてい

て.内 外面ともにキズは多いが滑 らかな肌を有す。尚つばより下方には煤が付着しており黒灰色を

呈す。それ以外は淡灰茶褐色である。形態的に著しい特徴を有 し、残存部で一ケ所囗縁及びつは

を内側に軽 くしぼっている。全体で何ケ所に及ぶのかは不明であるが、つば及び口頸部外壁の凹

鹽む分だけ内壁は脹んでいる
。機能性よりも形態美を追求 したものと考える。

須恵質擂鉢(復 原囗径28。4㏄)第20図3)図 版第十二(41直 線的に外上方に伸びる体部と、

やや肥厚 して上方へ突出する口縁部からなる。囗縁上端は丸味を持たせておさあてお り外面の口

縁と体部界は明確な段を有する。口縁部内外面はナデ調整。体部下半はヘ ラ削 りの後、櫛状工具

により横方向の調整を施 している。体部内面には横方向に刷毛 目、縦方向の擂 し目が一部残 って

いる。胎土はやや砂っぼく、色調は内外面ともに明灰色を呈す。

瓦質羽釜(復 原口径22,8㎝)第12図(41や や内傾する囗頸部は上端で内外両方向へ拡張し、

平坦な口縁端面を有する。つばはやや下向き加減で.断 面は長方形状に角を張る。□頸部内外面、

つばはともに横ナデ調整。繊細な仕上げである。胎土は1㎜ 程度の砂礫を若干含むが良撰 。頸部

外面は白灰褐色、つば裏面は黒灰茶褐色。内面は淡灰色を呈す。

瓦質羽釜(復 原口2α8㎝)第11図(5)内 傾する頸部を有 し、口縁端部はやや内上方へ斜向

して平坦におさめている。つばは剥離。体部内外面とも1・横ナデ謹 ・胎土は1～2㎜ 程度の砂

礫を含み、内外面ともに黒灰色を呈す。

土師質羽釜(復 原囗径 一)第12図(7)囗 縁部を欠いているため□径は不明・残存頸部には

明確な2段 を有する。つばは上面中央がやや凹み、外端部は外上方へつまみあげたように突出す

る。囗頸部及びつばは横ナデ調整。内面は櫛状工具による横方向の調整痕。胎土はやや砂 っぽい
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が良撰。つば上面及び内面は濃灰茶褐色を呈 し、つば裏面及び胴部には煤が付着する。

瓦質井筒(復 原囗径54,0㎝)第19図 図版第十二(8}総 高は29.7㎝ を測る。肉厚の底部か

らほぼ直立気味に立ちあがり、器壁の薄くなる中央あたりより口縁にかけて内傾する外形線は、

全体的にゆたかな曲線を描 く。口縁上端は僅かに肥厚 し.端 部はヘラ削りにより平坦におさある。

□縁部に付 くつば状突帯は斜方向の立ちあがりを見せ、上面外端が上方に向けて著しく突出する。

つまり断面形はほぼ正方形の右上隅をつまみあげたような形を呈する。外面は全面的にナデによ

る調整で、若干の凹凸がみられる。内面は横或いは斜方向に走る粗い刷毛目による調整が施 され、

上下端部のみナデを施す。底部は丁寧なヘラ削りにより平坦におさめている。胎土は1～2㎜ 程

度の小礫、砂粒を若干含む。色調は内外面ともに黒褐色を呈す。用途は恐らく組み合わせ式の井

筒であろうと思われる。

土師質甕(復 原口径30.Ocm)第20図(2)図 版第十二(3)口 径は 「く」の字状に外方向にひ

らき、口縁端は下方に突出して平坦におさめるが、内方向へも若干の尖 りを見せる。器壁は頸部

でやや厚 くなるが体部は比較的薄く、残存す る体部下方に退化した貼り付け突帯を巡 らす。この

突帯は幅1.5、 高さα2㎝ を測るもので、貼 り付けた粘土を、揃えた2本 の指で撫で回して仕上

げたものと思われる。外面は全面横ナデによる調整。内面は風化が著しく不明。胎土は小礫 ・砂

粒を多 く含む。色調は淡赤茶褐色を呈す。

瀬戸碗 第20図(151灰 釉系統の瀬戸碗である。高台径4.7cmを 測る底部のみの破片。釉は高

台畳付を除 く全面に施す。胎土はやや砂っぽい白黄色で、全面には細かな貫入が夥 しい。内面見

込みには小 さな隆起(丁 度兜巾を逆に した形)の あるのが特徴である。

染 付 第20図(⑳ 中国製の染付であるが器形は不明。高台径5.5㎝ を測る底部のみの破片

である・内面見込みには濃技法で描かれた内容不明の模様がみられる。高台内面に釉は施されて

第19図 井 筒
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いない。又高台畳付の幅 は広 く1.2㎝ を 測 るが、内側角を広 く面取 りしているため実質 的な畳付

は0.2㎝ で あ る。なお面取 り部分 には放射線上 に走 るヘ ラ削 りらしき痕跡 を認む る。胎土 は細 密

で白色であ る。貫入 はみ られず、表面は充分 な光沢を保 ってい る。

青 磁 碗 第20図(1⑤ 高 台径4.5㎝ を 測 る底部 のみの破 片であ る。高台外 面は一部 赤茶褐

色 を呈 し、鉄釉と考え られ る。高台内部 は無 釉。兜巾が明瞭に残 ってお り、また内面見込 みには

重ね焼 きの痕跡を残す。胎土は細密で灰色を呈す。中国製 の もので14～15世 紀 頃の ものであ る。

青磁小 皿(復 原 口径11,2㎝)第20図(10)底 部 を欠いた破片であ る。体部 は内弯気味に立 ち

あが り、口縁部 がやや外反す る。 口縁端は薄 く尖 りぎみにおわ る。比較的薄手のつ くりで、貫入

はみ られな い。胎土 は緻密で ある。中国製で、13～14世 紀 頃の もので ある。

蛸 壷(復 原 口径11.6㎝)第20図(13)口 縁 部は ほぼ直立 し.肥 厚す る囗縁は所謂玉縁 囗縁

となる。頸部 は指圧整形 の痕跡 が著 しく.内 外面と もに凹凸 が夥 しい。おそら く握 った手の指先

で頸部を挟 み整形 したものであろ う。胎土 は砂粒を含む が良撰 。白黄色を呈す。

瓦質小皿(復 原 囗径9.4㎝)第20図(9}体 部 か ら口縁部 にかけて表面がわずか に剥離 して

お り,ひ ず みがみ られる。底部 は凹凸が夥 しく、全体 的に簡略 なつ くりであ る。胎土 は1mm前 後

の砂粒を多 く含み 、色調 は黒灰色を呈 す。

土師質小 皿(復 原 口径6.8㎝)第20図(17)立 ち あが りを みせ る囗縁 内外面は横 ナデ調整を

施 す。底部外 面は軽 い削 りを施 し、指頭圧痕 が残 る。底部 内面は指先 によ るナデ。口縁部 にはひ

ず みがみ られ る。胎土 は1㎜ 前後の砂礫を若干 含む が良撰 。赤 乳色を呈す。

土師質小 皿(復 原 □径約6.6㎝)第20図(81前 記 とほぼ同様であ る。

瓦 器 皿(復 原 囗径11.6㎝)第20図(11)平 底 で体部 はやや 「く」の字状 に外反 し、 口縁

端部 を丸 くお さめてい る。外面は指 先整形 に軽い削 りを施 す。内面には刷 毛 目。胎 土は1㎜ 前後

の砂粒 を含 む。色調は全体的 には青灰褐色を呈す。

瓦 器 碗(囗 径12.6cm、 器 高2.m)第20図(12)図 版 第十二(2}外 上 方にのび る体部を

有 し、囗縁 端部を丸 くお さめ る。体部外面中央 より下半 には指頭圧痕 が残 る。底部 には退化 した

貼 り付 け高 台 が付 くが、遺物 の座 りは悪 い。内面調整 はヘ ラ磨 きによる。胎土 は砂粒を含む が良

撰。色調は 内外面 ともに青灰褐色を呈す。

須恵質71C(復 原 口径48㎝)第20図(1)囗 縁 はやや外反 し、端部平坦 面を丸 味を持 たせて

お さめ る。丁度 断面形 は長方形 の四隅を 丸 く面取 り した形を呈 し、所謂玉縁 口縁 となる。頸部器

壁はやや薄 く.外 形線 はほば直線状 にのび、体部界 で再 び肥厚 す る。胎土 中には例外的 に1.6㎝

程 度 の礫を 含む他.3～4㎜ 程度 の小礫を多 く含み、色 調は内外面と もに明灰 褐色 を呈す。

これ らの他に、著 しく銹 化 した 「元 祐通寶 」(図 版 第十二〔1))一 点 や土 錘三 点等が 出土 して い

る。又陶磁 器類 も含 めて更に細片に及 ぶ遺物 は数多いが ここでは割愛 し、以上 で 出土遺物につ い

ての概説及 び観 察を終 え る。
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第20図 そ の 他 の 遺 物



考 察

1.分 類

先 にも記 したが、今回は 出土屋 瓦全体 を7期 に分 類 した。 これは軒丸瓦 と軒平瓦 の4型 式 の組

み合 わせを 、HRO6の 文 字平瓦を基 準に時代順 に配列 し.更 に丸瓦 ・平瓦を加えて全体 を7期

に分 けた もので ある。各 々基準と なるのは第H期NMO1-NHO1。02,第 皿 期NMO2-

NHO3-HRO6、 第VI期NMO3-NH10、 第V期NMO6-NH11、 第Vi期MRO6・

07.第W期NMO7で あ る。 なお時期分類につ いては別表を参照 された い。以下各期 につ いて

略 述 してお く。

第1期 第 皿期 に先行す る遺物を一轄 して第1期 に含 あた。数量的に もそ う多 くはな く、必

らず しも第 皿期 に連続す るものではない。奈良時代末 ～ 平安時代前 期と考え られ る行基式 丸瓦MR

O1・02・03の 他.HRO1や 第21図 に示 す平 瓦片 な どは確 実に奈良:時代 にまで遡 るもので

あ りやや範 囲は広 くなるが、奈良時代 ～平 安時 代中期と して捉 え られ るものであ る。

第II期NHO1-NHO1・02を 中心 に、第皿期に ほぼ連続 して先行 す るものであ る。

平瓦で はHRO2・03・04・05を 含 み.縄 目叩 きが明瞭に残 るもの或 いは弧高が高 く素板

の 叩き 目の残 るのが特 徴であ る。丸瓦ではMRO4が これに含 まれ る。平安時代末期 と して捉 え

られ るもの であ る。

第皿期 承元3年 の銘を有すHRO6と 、NMO2-NHO3の 組 み合 わせ が中心 とな り全

体 の基 準を なす 。NHO4～09の 連 珠文軒平瓦 は総 てが これに含まれ る。平瓦片 の多 くも第 皿

A～ 第 皿Cの 何れか の特徴を 伴 って ここに含まれ るもので.出 土屋瓦の大 半を包摂 す る時期 で あ

る。鎌倉時 代初 期と して捉 え られる ものであ る。

第IV期NMO3・04とNH10の 組 み合 わせによ り設定 され る時期z.こ の組み合わせ

形式 に伴 うと考え られ る丸瓦 ・平瓦は認め られなか った。第 皿期につづ く鎌倉時代前中期と して

捉え られる ものであ る。

第V期NMO5・06とNHllの 組 み合わせを有 し.こ れ にMRO5が 伴 う。第V期 に含

まれ る個体 はこの4点 のみであ る。第IV期 に次 ぎ、第VI期 に先行 する ものと して鎌倉時代 中後期

に比定 され るものであ る。 ・

第VI期MRO6・07・08の 他 、特 に

丸瓦のみに よ って設定 され る時期 であ り、 これ

に伴 うと考 え られ る軒丸瓦 ・軒平瓦 等はみとめ

られなか った。また丸瓦 の中では更 に細 く分 け

れば幾分時 代の開 きはでて くるものの、全体 的

には室町時 代と して一 轄に捉え られ るものであ

る。 第21図 平 瓦
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第Vd期NHO7に よ って設定 され るものであ る。他の軒丸瓦 とは明 らか な性質の相異を見

せ、安土桃 山時代と して捉え られ るものであ る。な お確実に第Vd期 に含め られ るものは、NMO7

のただ一点のみであった。

2.軒 平瓦の接合技法 一瓦当と平瓦の結合一

遺物整理の段階において、瓦当の剥離 した軒平瓦

断片等からそのおよその接合技法を伺い知ることが

できた。軒平瓦の製作過程における瓦当と平瓦の接

合方法はD今 回の出土遺物に関する限りその総てが

次に示す要領に従ったものと言える。つまり、平瓦

広端部凸面にあらか じめ粘土を貼り付けス厚 くし、

瓦当を作製。文様面を平 らに整形 して後、笵型を当

てて瓦当文様を飾 る方法である。そしてこの場 合、

平瓦と瓦当作製用粘土との接着を効率よくすンるため、
第22図 平瓦の接合技法

¥/瓦 の 接合 面に 「きざみ」を入れ る工夫が行 われ る。今回は2例 を確 認 したので右に示 してお く。

なお 「きざみ」はヘ ラ状工具 によるもので、瓦 当面 よ り約5㎝ 幅で、X状 あ るいは八字状に刻 さ

れて いる。深 さは2㎜ を起 えるものは な く、極め て浅 いもので あるとい うことがで きる。

3.丸 瓦玉縁の傾向

玉縁付丸瓦については遺

物観察で取 りあげた他にも

玉縁部のおよそ復原できる

個体を選んでそれぞれ略実

測 し図面を作製 した。比較

資料に乏 しく、特に時代の

変遷に伴 う顕著な変化は認

められなかったが㍉それで

も指摘されるべき傾向につ

いて2～3点 掲げておく。

まずは一般的に言われる

第23図 丸瓦玉縁 の傾 向S=1/z

第VI期

傾斜 角度 の問題であ る。 これは第 ∬期及 び第V期 のMRO4とMRO5と で はその差 は微妙で あ

るが、第VI期 に入 っては確 実に大 きく俯 向 く傾向を示す。又 、MRO4とMRO5の 比較 で言 え

ば、玉縁の長 さが前者に対 して後者は短 く、最終調整は後者 の方がよ り丁寧で あるとい うことが

で きる。 一

或 いは第VI期 に属す る丸瓦 において は玉縁先端部 が上方 に反 り返 る例が数点み られたのと、玉
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縁傾 斜線 が ゆるやかな弧線を呈す るよ うにな るのが特徴的 であ る。

次に玉 縁側縁の面取 りであ る。第II期 及びV期 では、玉縁側縁外 側にて幅の広 い面取 りが行 わ

れてい るの に対 して、第VI期 中の例ではほ とん どこの種 の面取 りはみ られない。ただ第VI期 中で

も鎌 倉時代末期～室町時代初期 と考え られ るものについては、 ご く薄 く粘土 を削 り取 る程度 の面

取 りがみ られた。 この種の面取 りの変化に も.或 いは何等 かの必 然性 が考え られ るか も しれない。

4.叩 き 瓦

今回の 出土平瓦は 、その大半が 凸面 の叩 き目をす り消 した 「す り消 し瓦」であ る。叩き目を残

す 「叩 き瓦 」は第III≪ 属 す る平瓦 において認あ られ るが、数量的にはそ う多 くはない。

叩 き文は その種類 によ って縄 目叩き ・素板叩 き ・斜格子叩 きに分け ることがで き、縄 目叩 きは

また粗密 によ っても分 け ることができ る。 なお斜格子叩 きを有す る瓦は ご く小片であ り、性格が

判然 と しないと ころか らどの時期 に含 め られ るべきものかは不明で ある。

以下 に各 々の拓影 を示 してお く。

第1期 縄 目叩き 第 皿期 素板叩き 斜格子叩き

第II期 縄目叩き 第皿期 縄 目叩き 第H期 縄目叩き

第 皿一A(す り消 し)第 皿一Bす り消 し 第皿 一Cす り消 し

第24図 平 瓦 凸 面 調 整S=%
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3.ま と め

今回は調査期間中にいろんな制約を加えられ、十分な調査ができなかった。しか しそれでもい

くつかの知見を得ることができた。

今回の調査地は78年度調査地の北隣りにあたるが出土遺物の割合は前回とは比べものにならず

瓦の出土量が多 く9割 以上を占めるものと思われ る。これらのものはかなりの時代幅をもってい

るが.平 安時代末か ら鎌倉時代前期のもの(承 元3年 銘の文字瓦を中心とする時代)が 一番多い

様である。 一

調査地北側は数10㎝ 低くなっていたらしく、時期は限定しえないが、室町時代頃に地上げされ

た可能性がある。

最後に調査地には堂ノ前という小字名がのこり、多数の瓦の出土があったという事実から、中

世末期に新井村か ら貝塚寺内町へ移ったとい う尊光寺をあてるわけではないが、寺院跡の存在が

考慮され る。地下に眠 る文字瓦の残片を始め.遺 跡が今後の調査により明らかに して くれるであ

ろう。

第25図 瓦の部分名称
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第2篇 秦 廃 寺 跡

貝塚市の東北部、津田川へ流れ込む古淵川下流左岸の低位段丘上に位置する秦廃寺跡は市内の

遣跡のうち古 くから周知されてお り、半田字麻生川上明治時代末まであったとされる麻生河王子

社の跡附近の開懇により多数の瓦が出されてお り、戦前より先学により紹介されている。また引

きになるが和泉布史によると 「和金秦寺は木嶋寺とも薬師寺ともいわれ、京都太秦広隆寺に蔵さ

れている 『広隆寺未寺等別院記』によると、この寺は天武天皇八年(680)十 一月、秦勝賀佐枝

によって建立されたもの と伝え」と記載されている。又、航空写真をみるとミニ開発、府営住宅

の建設等により少 し変わ りつつはあるが字麻生川あたりを中心にほぼ南北方向に約1町 四方の区

画が田地、集落と向きをかえ明瞭に認められる。79年 度の調査にもみられるように村落内におい

ても幾分か削平はされているが遺構がまだ保存されているところもある。今回の調査地は遺跡の

東部にあた り、熊野街道沿いにのこされた唯一の畑地であったが事前着工となり、途中で前庭部

を調査 した。調査面積は約50㎡ である。

1.層 位

造成工事が済んでいるため、30～40㎝ の盛土がなされている。以下暗灰色土、茶灰色土、砂混

り黄灰色土と続 くが北西では茶黄色土もみ られる。 しか し南側はかなり撹乱されており、中央部

第26図 位 置 図
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に も茶灰色土か らの掘 り込みがい くつか みられた。 旧地表 よ り30～40㎝ で一 応の面 となる。茶灰

色土には中近世 の瓦、 陶磁器片が、砂混 り黄灰色 土上面には白鳳期の瓦 も出土 した。

第27図 断 面 実 測 図

2.遣 物

今回の調査により出土した器物は、白鳳～近世の瓦が大部分を占め、他に須恵器、土師質土器

瓦質土器、陶磁器が出土 した。以下概略を記 してお く。

土 釜

土師質、瓦質の羽釜が数点出土 している。

1は 復原口径22.6㎝ で口頭部はやや内質気味で端部は外へ少 しはみだし気味で平らにおれる。

外面は凹線風の段を有す。鍔は上方へ弯曲気味で端部は丸くおさまる。体部外面には横方向の荒

いヘラ削 りが施される。

4は 復原囗径254㎝ で、囗頭部は内傾 し端部は平 らとなる。外面には段を有 し、鍔はほぼ水平

につ く。口頸部内面は横ナデが施され、下文には横方向のハヶ目がみられる。

3は 復原囗径232㎝ で、囗頸部は内傾し端部は平担におれる。外面には凹線状の段を有 し、鍔

はほぼ水平 となる。かなり摩耗しているが、体部には煤の附着がみられる。

2は 復原囗径20㎝ の瓦質の羽釜である。口頭部は短 く内弯気味で端部は外方にはみだ し丸い。

鍔はほぼ水平ではあるが端部はやや もち上 げ気味で丸い。内面にはハケ目がみられる。

甕

土師質、瓦質のものがみられる。

5は 、ほぼ直立する頸部か ら外方へ折 り曲げた囗縁端部を有す。復原□径33cmの 瓦質で、体部
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は外 面に叩 き 目、内面に横 方向の ハケ目が施 され ている。

6は 、 ほぼ直立気味 に外弯す る囗頸部 を有 し、端部 は外 方に折 り曲げるが太い。復 厚囗径30.4

㎝ の 瓦質で 、肩部外 面に叩 き 目、内面に ハケ 目が施 され る。

第28図 遺 物 実 測 図
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7は 内傾気 味の短 い頸部か ら外反す る囗縁部を有 し、端 部は外方へ折れ曲が る。復原 囗径23,4

劔 で 、外 面には叩き 目、 内面には横 ナデが施 されている。

9は 、外 弯気味の囗縁部に端 部は外 下方へ折 り曲げてい る。復原 口径44㎝ で、外面に叩き 目、

内面ハ ヶ目が施 され、口縁部か らす ぐ外 下方へ体部がの びる。

8は 直立気味の頸部に外弯する □縁部 とな り端部 は少 し曲が ってい る。復原 □径37.2㎝ で頸部

か ら叩 き目が施 されてい る。 内面には横方向の ハケ 目が認 め られ る。

11は 復原 囗径53.4の 大型の土師質甕で、 厚 い直立囗縁 に外面 は少 しふ くらみ気味で甚 しいハケ

目が、 内面 にはハケ 目が施 されてい る。 なお底部 には内面 にナデ調整 による ものとハケ 目に よる

ものがみ られる。色調 は乳橙色。

10は 「く」の字 形日縁部 に内上 方へ折 り曲げた端 部を有す復原 日径39㎝ の土師質 である。

陶 磁 器

陶磁 器類の 出土は極めて小数で、小破 片 も含 めて わずかに28点 を数え るにす ぎない。また、

その うちの半数近 くが所謂染付であ り、その他 には中国製青磁椀2点 、唐 津焼椀1点 、備前焼 壷

1点 、瀬戸椀3点 が含 まれ る程度であ る。

時代的に は青磁椀が14世 紀 まで逆 るほかは 、大半 が17世 紀か ら18世 紀にか けての遣物 であ る。

近 ・現代遣物 も2～3点 混入 していたが、以 下その形態を推測 しうるものについてのみ、解 説を

加 える。

14… …囗径10.2㎝ 、 器高4.2㎝ を 測る伊 万里焼 の椀である。体部 には 「五三 の桐」 の文様が

描か れてお り、呉 須の発色は淡い藍色 を呈す 。砂高台に重ね焼 きの痕 がみ られる。胎土は細か く、

白色 であ る。

15… …伊 万里焼の皿で ある。体部内面 ・外面、高台 内部 ・外面 ともに淡い呉 須による文様 が描

かれ、体部 内面は濃技法の胎土は 白灰色、高 台は低 く、貫入 は全 く見 られない。

16… …伊万 里焼の皿 である。復元 口径11.0㎝ を 測 る。 前 記15と 同様 、 体 部 内面 ・外 面 高

台 内部 外 面に呉 須による染付 けが施 されている。やは り体部 内面は濃技法であ るが、 いかな る模

様か は不 明。 内面はやや粗い貫入 がみられ るのに対 して外 面の貫入は細かい。胎土 は白灰色 が低

い高台 を持 つ。

17… …灰釉系統の瀬戸 椀である。高 台径4.6㎝ を 測 る。胎土 はやや砂 っぽい白黄色で 、残存部

一 面に細かな貫入が夥 しい。高台内には兜 巾の痕跡が認め られ る。(17c後 ～18c初)

18… … 中国製の青磁椀であ る。高台径5.2㎝ を 測 る底部のみの破 片である。高台内部 には称を

施 してお らず露胎。 また兜 巾が明瞭に残 る。釉 は緑味 を帯 びてお り、光択がある。砂 粒を含 む胎

土 は灰色で、貫入 が見 られ る。
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19… … 唐津焼 の磁器 椀である。復原口径12。0㎝ を測る体部のみの破片 である。 色調 はやや緑

がか った暗灰色 を呈 し、染付 文 もほとん ど暗緑色に近い色 を呈す。模様 は口径部 に沿 って ×状 の

重な りを持つ もの。体部中央の模様 は不 明。 細かな胎土は暗灰色で 、貫入 も多 くみ られる。

20… …染付 の瓶子 である。体 部中央に呉 須で描かれた模様 は、濃技 法をも用いて淡青色 を呈す

るが、 いかなる模様か は不 明。 ロク ロ使 用によ る成形で内面には横 ナデの痕跡。 もちろん釉 はか

か っていない。胎 土は細か く白灰色 を呈す。 貫入は全 くみられ ない が、気泡 の痕 跡あ り。

21… …灰釉 系統 の瀬戸椀 である。 底部 のみの破 片で高台径5.0㎝ を 測る。釉 は肩方畳付を除い

て全面 に施 釉。高台 はやや高 く、兜巾の痕 跡が認め られる。胎土 はやや砂 っぽい 白黄色で、細な

貫入 が夥 しい。

22… …灰細 系統 の瀬戸椀 である。復 元 口径9.6cm、 器

高7.3㎝ を 測る。前記0.11と ほ とん ど 同 じで あ る が 、

兜 巾を消 し取 ってあるのと体部表面 に気 泡 の 痕 跡 の 目立

つ のが特微 的である。 内面見込 み に重 ね焼 き の痕 跡。

(17c後 ～18c初)

13… … 備前焼 の種壷 である。復原 囗径 は14.0㎝ を 測

り、やや小型の壷であ

るということができる。

目縁部のみの破片であ

る。表面は暗茶褐色を

呈 し櫛描波状文を有す

る。胎土は赤茶褐色で

砂粒を若干含む。

(16c後 半)

(梅田)

第29図 陶 磁 器
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屋 瓦

今回出土 した遣物のなかで、圧 倒的に多い のは屋瓦であ った。屋瓦 は、主 と して平瓦、丸瓦が

出土しており、軒平瓦・軒丸瓦は数点を数えるのみである。そ のうえ全点小破片での 出土であ り、完 形品

け_占C¥ナr屶)^ナ7^

複弁蓮華文軒丸瓦 図版第十四(1)

周縁部のみ約5分 の1遣 存。周縁の内斜面には、

二重長方郭内に一縦線を画した文様を配する。内区

に八弁の複子葉弁を配し、それぞれの弁内に間弁を配

して いる。中房 は、明瞭に蓮弁 と区画す る ことができ、1+6の 縁 どりを した蓮子 を配 して いる

と推定 される。周縁の上部 はヘ ラ調 整 。 胎 土 は 、 砂 粒 、 黒 色 粒 を 含 み 、青灰色 を呈す。焼 成

良好。

単弁 蓮華文軒丸瓦 図版第十四(2)

内 区(花 弁の間弁、子葉部分)の み約5分 の1遣 存。

瓦 当径約16cm。 周 縁には唐草文を配 し、 内区 には、やや

ふ くらみ をもつ八弁 と、その1つ1つ に間弁を配 し、中

房 は、明瞭に蓮弁 と区画す ることができ、1+6の 縁 ど

りを した蓮子を配 してい ると推定 され る。調整 は不明。
2

胎 土は、砂粒 、黒色粒 、金 雲母 を含 み、金雲母 を含 み、瓦 当部 、裏 面とも黒褐色 を呈す。焼成良。

三 巴文軒 丸瓦 図版第十四(3)

瓦 当部 のみ約4分 の1遺 存。瓦 当径約13㎝ 、巴の先端

部 は円形 で、頭部 と尾部 の間が大き くくびれ、尾は右 巻

きで細 く長 く続 く。直径6㎜ の珠 文12個(う ち2個 遣存)雨

を配 し、珠文の間隔は広い。周縁は5㎜ と浅 く無 文であ

る。瓦 当部裏面に ロクロ痕 がある。胎土 は小礫含み、暗

黒灰色 を呈す。焼 成良。

三 巴文軒丸瓦

内区 巴文の み遣存。やや太めの巴先端部分 が円形 をな し、 頭

部 と尾部 の間 に若干の くびれがみ られ る・。尾 は巴のまわ りを

半回転 ほどの 長さで左巻 きに後 にひいてい る。周 縁には珠 文

が配 され てい る と推定 され るが個数 、調整 は不 明。胎 土は砂

粒お よび小礫 を含 み、淡白灰色 を呈す。焼 成やや軟。
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三 巴文軒丸瓦 図版第十四〔5)

瓦 当部 のみ約4分 の1遣 存。瓦 当径約13㎝ 。 巴

の先端部 は円形で、頭部 と尾部 の間が大きくくびれ、

巻方向は左 巻きである。 直径8㎜ の珠 文16個(う ち

3個 遣存)を 配す。瓦 当面には離れ砂 がつ く。 内区

のうちこみ部 分が3㎜ と浅 く、周縁 は無 文で ある。

周縁上部 は、指おさえ のあと ヘ ラ調 整 。胎 土 は砂 粒 、 雲 母 含 み 、 暗 灰 色 を 呈 す 。 焼 成 や や

軟。

三 巴文軒丸瓦

瓦当部周縁と外区のみ約7分 の1遣 存。瓦当径約14㎝ 。外

区には、直径7㎜ の珠文22個(う ち3個 遣存)を 密に配す。

周縁は無文である。胎土は砂粒を含み、暗灰色を呈す。焼成良。

三 巴文軒丸瓦

周縁部 と外区少々約4分 の1遣 存。周縁は4㎜ と低 く、幅が一定せず雑な感 じを与える。周縁

上部はヘラ削 りを施す。胎土は砂粒、礫を含み、瓦当面銀灰色、瓦当上面は淡灰色を呈す。焼成良。

宝珠唐草文軒平瓦 図版第十四(8)

瓦当部のみ約2分 の1遣 存。宝

珠を中心に4巻 の均整唐草文が遣

存する。文様の上下に凸線(巻 線)

がみられる。外区には文様を有さ

ず、直に周縁へとつづ く。周縁の

幅は1㎝ である。頸の形は段頸形式の浅頸に近い もので、剥離面からの詳 しい観察は困難である。

胎土は雲母、黒色粒、徴砂粒含み、瓦当部は淡黄土色を、瓦当上部は暗灰色を呈す。焼成良。

唐草文軒平瓦 図版第十四(9)

瓦当部のみ約3分 の1遣 存。中心部を欠失 して

いるため、中心飾 り附近の文様は不明である。周

縁両側縁部は、かなりの余白を生 じる。 これは、

軒丸瓦が被覆 される部分の文様を省略するという

合理的発想か ら生 じた ものと考えられる。頸の形は段頸形式の中頸に近いもので、瓦当面上部、

文様部分の上下、左右はヘラ削りによる面取 りが行われている。胎土は徴砂粒、黒色粒を含み、

淡灰色を呈す。焼成良。

出土平瓦と丸瓦の割合は、相対的にみて5:2で あった。凸凹面の成形法とその調整法、端面

の面取りの有無とその施 し方などから分類 した。
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第1期 の平瓦㈹α1)

凸 面は、叩 きの上を横ナデ調整

に より、完全 な磨 り消 しがお こな

われてい る。 凹面 には糸切痕が残

り、枠板圧痕 、布 目がみ られ る。

布 目は比 較的細か く11×10/(㎡ ～

9×9/C㎡ 。 また側 面のカ ッ トか ら、桶巻作 りに

よる ものである。厚 さ1.7㎝ ～2.2㎝ 。約3分 の

1須 恵質 の ものがある。胎土 は淡灰褐色又 は、白

灰色 を呈 し、焼 成良好 。凸面 に縄 目叩きのあ とが

あ り、その上 にナデ調整 が施 され、桶巻作 りで、

分割 截面に面取 りが施 されてお り、凹面 に枠板圧

痕が残 り、布 目10×9/α 冠と細か く、胎 土は黒色

粒を含み、厚 さ2.1㎝ 、焼成良の瓦 が この期の未頃の ものであ ると思 われる。 また、須恵 質の中

で、凸面に明瞭な格子叩きが施 され、凹面の布 目9×8/(㎡ 厚 さ2.1cm桶 巻 作 り、淡青灰色 を呈

す るものが1点 みられ る。

第 ∬期 の平瓦(12)

凸面に明瞭な縦位の縄 目叩きがみられるもの

や、斜方向の縄 目叩き痕のあるもの、条間の狭

い縄 目叩きが不規則に施されてあるもの、縄 目

叩きの上をナデ調整 したとみられるものがあり、

凹面には糸切痕が残 り布 目が残るものや、布目

の上をナデ消したあとがあるようにみえるもの、

布 目を意図 的に消 してい るものが あり、側面 は軽 く面取 りが なされている。 一 枚 作 りで 、厚 さ

1.7～2.1㎝ 、胎土は小礫を含み、淡黄褐色、青灰色を呈 し、焼 成良の ものが4分 の3を 占める。

他 は桶巻作 りで凸面 は、縦位の縄 目叩 きの上 にナデ調整 、凹面に は糸切痕が残 り、布 目もみ られ

る。厚 さ1.8㎝ 、胎土 は砂粒 、礫 、黒色 粒を含 み、淡黒 褐色 を呈 し、焼成良で ある。なお、 この

期の須恵質 の もので は、凸面 に狭 い もので2cm,広 くて2.5～2.7cmに10本 の 明瞭 な縄 目叩きが

つ き、厚 さ1.7㎝ 、焼 成堅緻 なのが特 徴的である。

第 皿期の平瓦(13)

凸 面 には3.8～4.1㎝ に10本 の 条問の広い縦位の縄 目叩き がつ く。凹面には糸切痕 、布 目圧痕

が残 り意図的 な布 目消去はな されていない。厚 さは2～2.6㎝ で 、二次焼成を うけたとみ られる

ものがあ る。胎土は砂粒、黒色粒 を含み、淡 白褐色を呈す。焼 成良。 この期の平瓦 の出土量 は少

一39一



な く、第H期 の瓦 の約4分 の1程 度で

ある。なお、 第皿期 の ものであろ うと

おもわれ る破片 が3点 存在す る。い ず

れ も凸面に砂 を徹 いた痕跡 が認 め られ、

糸切痕がみ られる。縦位 の縄 目叩きは

条間が広 く、1点 は斜 方向の縄 目叩き

がみられ る。 凹面には糸切痕、布 目圧

痕が み られるが、布 目はナデ 消 してい

るよ うで ある。厚 さは2.1㎝ 前後。1点 は須恵質で一 枚作 りとみ られる。胎 土は黒色 粒を含み、

青灰色 を呈 し、焼 成良好。他 の2点 は砂 粒を含み、白灰色 、淡黒灰色 を呈す 。焼 成良。

第IV期 の平瓦(14)

出土 平瓦 全体の約2分 の1を 占め、その約5

分 のユが須恵質であ る。凸 ・凹面 ともに砂を徹

いた痕 跡が認め られ、特 に凸面に顕著な ものが

多い。凹面には布 目はみ られず、糸切痕や、横

位の約1.5～2.5㎝ 巾の ヘラ調整痕がみられる。

厚 さ1.2㎝ 、軽 く焼成の軟 い もの か ら、 厚 さ

1.8～2.3㎝ の ものが あ り、胎土 は砂粒、黒色

粒を含み、灰黒色、淡灰褐色 を呈 し、焼成良。 須恵質の もの は、2.1㎝ 前 後 の厚み を もち、胎土

は砂粒、黒色粒 、礫少 し含み、灰褐色を呈 し、焼 成堅緻 なものが 多い。 また、厚 さ2.9㎝ で 、側

面に細かい布 目痕(17×17/(㎡)が 残 ってい る。 この期 の道具瓦 とみ られ るものがある。胎土 は

砂粒、黒色 粒を含 み、青灰色 を呈 し、焼 成良。

第V期 の平瓦(15)

この 期 の平瓦 は数点 と数 えるだけで ある。 凸 ・凹面 とも

にヘ ラ調整 が施 され、厚 さ2㎝ 前後、胎 土は砂 粒を含み、

銀灰色 を呈 し、焼 成は良。 また、片面に砂 粒、礫多 く含み、

厚 さ1.5㎝ 、焼 成堅 縦な博 とみ られる もの も出土 している。

灰 褐色 を呈 し、焼 成良好。

第1期 の丸瓦

出土丸瓦 の約5分 の1を 占め る。凸面には、叩 きの上を横 ナデ調整 が施 され、横位の ヘラ調整

痕が残 るものが ある。凹面には枠板圧痕、糸切痕、布 目がみ られ る。布 目は9×9/α 濯、10×10

/(㎡ と細か い。筒部側面 はほとん ど面取 り してい ない。約3分 の1が 須恵質で 布 目は7×6/α 窪

と荒い。厚 さ1.3～2.1㎝ 。 胎土は淡灰褐色、 白灰色 を呈 し、焼 成良。
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第II期 の丸瓦

出土丸瓦 の約5分 の2を 占める。凸面に縄 目叩きの上を ナデ諷整が施 され、 凹面には糸切痕 と

枠 板圧 痕、布 目がみ られ る。筒部側面の面取 りはな く、厚 さ1.5、1.6㎝ の ものが多 く、布 目は

8×7/(冠 と比較的荒 目。淡灰褐色を呈 し、焼成良。

第 ∬期 の丸瓦

この期に該 当す る丸瓦を見い 出す ことがで きない。

第IV期 の丸瓦

出土丸瓦 の約5分 の2を 占める。小片であ るが、第 皿期 までの丸瓦 に比べ ると原形に近い形で

残 ってい る といえる。凸 面は叩きの上をてい ねいに ナデ調整 が施 され 、凹面に は糸切痕が残 るも

の もある。 筒部側面 には大 き く面取 りがな されてい る。燻 した とみ られるものもある。厚 さは2

～2 .4㎝ 、 須恵質の もの は少 な く、胎土 は淡黒灰色 、淡灰色 を呈す。焼 成良。

第V期 の丸瓦

軒先瓦 については この期 の もの とみ られ る.ものが あるが、丸瓦 では この期 に該当す る もの は見

い出す ことができない。

おわ りに

以上 のよ うな分類によ り、丸瓦 と平瓦 の成形、調整法 等によ り以下 の様 に組 みあわせてみた。

1-a凸 面 叩きの上 を横ナデ調整 による完全 な磨 り消 し

凹面 糸切痕、細かい布 目9×9～10×11/㎡ 淡 灰褐色

皿一b凸 面 条間の狭い縄 目叩きの上を ナデ調 整、叩きのの こるものあ り、叩きの幅

凹面 糸切痕

IV-c凸 面 叩 きの上を完全 な磨 り消 し

凹面 糸切痕

平瓦第 皿期 と第V期 に相 当す る丸瓦は、残念 なが ら今 回の 出土瓦の 中で該当する ものを見 い出

せ なか った が、第 皿期 は平瓦か らみて 、凸面 には条間 の広 い縄 目叩きの上を ナデ調整、凹面 には

糸切痕 、布 目が残 るものが考 え られる。第V期 には、 凸、凹面 ともにヘ ラ調整が施 され、銀 黒灰

色を呈す ものがあると考 え られる。(池 内)
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3.ま と め

今 回の調査地 は、中心部 に近 く畑地 であ ったため、か な りの成果が期待 された が、置構 は検 出

しえ なか った。 しか し諷査 によ り創 建時と考 え られ る時代 に近い軒丸瓦、平 ・丸瓦等 を始 め、近

世 にいた る までの瓦 が出土 した。遺物量か らみた場合 、鎌倉 ・室町時代 のものがか な りの割合 を

占めたよ うである。今後 も住宅 の建 て替え等 による調査 と東側 にの こされた水 田 ・畑地 の確認調

査 によ り遺跡の全容 を明らか に してい きたい。
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